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フランスの田舎道をクルマで走っていると、か

なりの確率で自転車、それも相当なスピードで

走っているロードレーサーに出会う。もちろんツ

ール・ド・フランスのような自転車レースを催す

国なのだから、驚くような出来事ではないかもし

れない。だがそうした猛スピードで走っている自

転車がことごとく年季の入った旧型であり、それ

をピカピカに磨き上げたうえで現役のレーサー

ばりに走っているのを見せつけられると、さすが

に恐れ入る。

ぬくもりを持ったホットハッチ

年季までは足りないかもしれないが、2001年

式のルーテシア・ルノースポール2.0は先代モデ

ルという存在になった今も、キラリと輝くような

逸品ではないだろうか。

初代ルーテシアには16Vウィリアムズというホ

ットバージョンがラインナップされていたが、ご

存知の通りこれはかつてパートナーシップを結

んでいたF1チームによってチューニングが施さ

れたモデル。エンジンや足回り、そしてインテリ

アにもスペシャルエクイップメントがおごられ、日

本でも大人気を博した。

だが99年にこの2代目が発売された頃、すで

実用性に優れたフランス車の魅力は、ちょっとやそっとでは色あせない。

そこで日本でも人気の高かった、一世代前のモデルを集めてその実力を再検証。

そこには最新モデルでは手に入らない、飾らない魅力が詰まっていた。

RENAULT LUTECIA RENAULT SPORT 2.0

PEUGEOT 306 STYLE PREMIUM

CITROËN XANTIA 2.0

その7：先代モデルは買い得！でもリッチに見える
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2Rながら172ps／6250rpm、20.4mkg／5400rpmを発揮す
るエンジンは、まさにF1直系。誇らしげにRENAULTsportの
文字が刻まれている。

左ハンドル＋MTがルノースポールの証。車両協力：ルノー東
京有明（01年式ルノースポール2.0 走行5.8万km 価格89万
円）Tel.03-3527-5656

にそのパートナーシップは解消されていたため、

ホットバージョンは自社内の「セクシオン・ルノ

ー・スポール」によってチューニングされることに

なった。生産こそアルピーヌ工場で行なわれた

ものの、エンジンの基礎開発は当時からF1向

けエンジンの開発を担っていたビリ・シャチオン

のラボに託されていた。そしてヘッドクオーター

にメカクローム（ブロック、ヘッド）、ノモニック

（バルブ、冷却デバイス）といった一流サプライ

ヤーの手が入ることとなる。ルノー・スポール本

体では、各セッティングの最適化が行なわれ、

当然、名手J.ラニョッティによる味付けなども加

えられたに違いない。

一方、現行のルーテシアにもホットバージョ

ンが存在するものの、そのテイストはサーキット

向けというか、F1直系の色合いが濃厚だ。こち

らも強烈なパフォーマンスの持ち主だが、５ター

ボに薫陶を受けた筆者としては、ラリーフィール

ドの香りがしないというのはなんだか寂しくもあ

り、軽く複雑な気分である。

さて、6年落ちのホットハッチはエンジンの目

覚めからしてビビッドで、アクセルの小さな動き

にも敏感に反応。車重は1060kgしかなく、アイ

ドリング状態でクラッチミートを試しても難なく

発進することができる。172ps／6250rpm、

20.4mkg／5400rpmというパワーも街中では持

て余すほどで、ほとんど3速より上のギアは使う

機会がなかったほど。ただしそのエグゾーストノ

ートは官能的とはいいかねるので、手に入れた

その日のうちにデヴィルあたりに取り替えたい。

足回りについても軽い車重が功を奏している

のが明らかだ。懐がきわめて深く、4つのタイア

ポジションが手に取るように分かるコーナリング

が、初代と同様に大きな魅力。タイアの進化も

加味すれば、現代でも一流のコーナリングマシ

ンとして快哉を叫ぶことができるはずだ。

現行モデルのどこかクールな佇まいに比べ、

いまだヒューマンタッチなところが多い01年モ

デル。ルノーのスポーツスピリットを学ぶには最

適なモデルといえよう。

際だつ普遍性の306

ここ数年、日本国内でそのプレゼンスや知名

度を飛躍的にアップさせた海外ブランドの筆頭

がプジョーではないだろうか。商品力の向上は

もちろん、国内のディストリビューターによる賢

明の努力が実を結んだものと思われる。日本の

マーケットを意識したかのようなシリーズ構成、

新鮮味を失わない発売スケジュールや限定車

のリリース、そしてフランス車の中では比較的ド

イツ車風なソフト＆ハードなど、たしかに売れる

要素には事欠かない。そこでこの306の紹介に

あたっては、ぜひとも「普遍性」という魅力にこ

だわってみたい。

たとえばそのスタイリング。社内のデザイン部

門「スタイル・プジョー」とピニンファリーナによ

るコラボレートは、ごくスタンダードなFWDハッ

チバックという枠組みの中で最高のデザインワ

ークを成し遂げたといっていいだろう。何物に

も似ることなく、それでいて奇抜なところも一切

ない。またスタイルだけでなく、求められる以上

のユーティリティを提供してくれるのも306の大

きな美点。使った者なら分かるが、適度な囲ま

れ感のある絶妙な室内空間や乗り降りしやす

いドア開口部など「カッコイイ」だけで終わらな

いところが人気の秘密ではないだろうか。

2000年モデルのこのスタイル・プレミアムは

モデル末期にリリースされただけあり、細部の

熟成も完成の域に達している。たとえばシリー

ズの中心となる2RDOHCエンジンは、けっし

て静粛性に優れたエンジンではないが活発な

印象で、高回転までよどみなく回りきってくれる。

1380kgとクラスのわりに軽くない車重に対して

も、132ps／18.7mkgのパワーは不足のない

性能だ。またプジョー特有の「猫足」とよばれ

る追従性に優れたサスペンション・ジオメトリー

も、乗るほどに味わい深く感じるはず。試乗し

たサンプルは直進性にも優れていて、あらため

てフランス製FWD車の魅力と実力を思い知ら

された。

現行の307になるとかなり個性的なデザイン

が与えられており、ややもすると「飽きる」気がし

ないでもない。あえて307と306の違いを言い表

せば、太いストライプのクレリックシャツを個性

的に着こなす307、定番の真っ白なシャツをさら

りとはおるような306、こんな具合か。いずれに

しろ先代モデルとはいえ隅に置けない存在であ

ることは間違いない。

褪せない実力のエグザンティア

後継モデルのC5と比べて、見劣りしないどこ

ろか「別物」といっても差し支えないのが、この

ラウンドしたインストゥルメントパネルは視認性と操作性に優
れ、充分なサイズのシートは、フランスの実用車が日本のそれ
のような単なる廉価車でないことを物語っている。

コンパクトながら居住性も充分。車両協力：プジョー横浜霧が
丘 アプルーブドサイト（00年式306スタイルプレミアム 走行
2.1万km 価格98万円）Tel.045-924-3588
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エグザンティアだろう。1993年から2001年まで

の長きにわたって、ハイドロサスのトップランナ

ー、言い換えればシトロエンのトップ・オブ・バ

リューとして世界中を走り続けた名車として、何

物にも代え難い名車である。

最後にロールアウトしたモデルでさえ6年前に

なるが、その魅力には翳りどころかビンテッジの

趣すら醸されているといったら過言だろうか。た

しかに、現行C5はハイドラクティブⅢへと進化

し、406の優れたシャシーをアレンジして巧みに

まとめられた傑作といえよう。仮にハイドロモデ

ルのアキレス腱となるスフィアのメンテだけ考え

ても、新型に分があるのは明らかだ。

だがベルトーネによるスタイリングやBX譲り

のユーティリティ、そして1380kgという車体ゆえ

の活気に満ちた走りなど、現行モデルでは得が

たいポイントも少なくない。先のハイドロにして

も、腕のいいメカならすぐさま完調にできるもの。

そう考えれば、C5の予算内に充分収まる金額

で極上のエグザンティア・ライフが見えてくるで

はないか。

ここで紹介するのは99年にリリースされた限

定車の「80thアニバーサリー」。ベースはVXで、

ハイドラクティブⅡ搭載の2Rモデルだ。調子

の悪い個体は、エンジンマウントの劣化からア

イドリング時にひどい振動があるものだが、この

クルマは4.5万kmを走破しているわりに静かな

状態だった。トランスミッションからの振動も僅

かなものだったので、きちんとメインテナンスさ

れていたことが伺えた。

走り出してもその印象に変りはなく、タイアと

ダンパーとスフィア、そしてフロアまでがスムー

ズにつながったかのような一体感ある乗り心

地。これぞエグザンティアの持ち味なのである。

ただし筆者の経験上、そろそろスフィアは予防

的に交換すべき距離だと思われる。なお、忘れ

られがちながら直進性の正確さも美点のひと

つ。足回りに少しでも難があると途端に崩れる

ものだが、この個体に関しては問題なく、路面

や速度に関係なくひたすら真っ直ぐ走ってくれ

たことも記しておこう。

ただしこの3台の中では最も設計年次が古い

ため、インテリアの各所が"プラスティッキー"では

ある。もっともそのチープさこそがちょっと古いフラ

ンス車の醍醐味であることも間違いないだろう。

Text:石橋幸樹／Photo：丸山博人

シンプルなインテリアだが、現在の基準からすると少々プラス
チッキー。しかしそれは使い勝手や乗り心地とは関係のない
話で、クルマそのものの魅力をスポイルするものではない。

シトロエンにしては常識的なインテリア。 車両協力：GST練
馬（99年式エグザンティア80thアニバーサリー2.0 走行4.5万
km 価格98万円）Tel.03-5933-2320
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